
2019年9月30日
奥能登国際芸術祭実行委員会

報道関係者 各位

奥能登国際芸術祭2020 最涯の芸術祭、美術の最先端。

「石川直樹&森下真樹ディナーショウ!!」開催のお知らせ
開催日：2019年10月22日(火・祝)

【開催概要】

日 時：2019年10月22日(火・祝)
第１部 18:00～19:00 パフォーマンス
第２部 19:15～20:30 ディナー／アフタートーク／サイン会

会 場：さいはてのキャバレー（〒927-1214 石川県珠洲市飯田町1-1-13）
出演者：石川直樹（写真家）、森下真樹（振付家・ダンサー・森下スタンド主宰）
料 金：第１部＆第２部 大人 5,500円、小中高生 4,000円 ※60席限定

第１部のみ 大人 2,500円、小中高生 1,000円 ※40席限定

[チケット情報]

販売日：2019年10月1日(火)～10月21日(月)
購入方法：
○インターネットで購入
イープラス（http://eplus.jp）「さいはてのキャバレー」で検索！

○窓口・電話予約で購入
ラポルトすず TEL:0768-82-8200
道の駅すずなり TEL:0768-82-4688
石川県立音楽堂チケットボックス TEL:076-232-8632
奥能登国際芸術祭実行委員会事務局 TEL:0768-82-7720
※当日券はございません。定員になり次第、販売は終了させていただきます。

石川県珠洲市を舞台に2020年秋に開催される「奥能登国際芸術祭2020」に向け、2017年の芸術
祭以降、かつての乗船客の待合所が生まれ変わった“さいはてのキャバレー”にて「石川直樹＆
森下真樹ディナーショウ!!」を開催いたします。

奥能登国際芸術祭2017でメインビジュアルを務めた、世界の辺境を旅する写真家の石川直樹と、
予測不能の動きと独特な間で人々を魅了してきたダンサーの森下真樹、異能の２人がつくり出す
イマジネーションあふれるダンスパフォーマンスをご覧いただけます。

チケットは10月１日から販売開始です。
つきましては、貴媒体への掲載や取材をご検討いただければ幸いです。

ご取材・広報についてのお問い合わせ

奥能登国際芸術祭実行委員会事務局 担当：灰庭、小菅
〒927-1214 石川県珠洲市飯田町13部120番地1（珠洲市奥能登国際芸術祭推進室内）
TEL：0768-82-7720 FAX：0768-82-7727 E-mail：press@oku-noto.jp
公式WEBサイト oku-noto.jp
Facebook https://www.facebook.com/okunotojp

Twitter https://twitter.com/okunotojp

instagram https://www.instagram.com/okunotojp
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□時間 第1部 18：00～ （開場17:30）  パフォーマンス［1時間程度］※1ドリンク付き

 第2部 19：15～20：30  ディナー /アフタートーク/サイン会
□出演 石川直樹（写真家）、森下真樹（振付家・ダンサー・森下スタンド主宰）

□料金 第1部＆第2部 大人 5,500円 / 小中高生 4,000円《60名》
 第1部のみ 大人 2,500円 / 小中高生 1,000円 《40名》
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○インターネットで購入 イープラス（http://eplus.jp）「さいはてのキャバレー」で検索！
○窓口・電話予約で購入 ラポルトすず  TEL：0768 - 82-8200（9:00～17:30）

 道の駅すずなり TEL：0768-82-4688（8：30～18：00）

 石川県立音楽堂チケットボックス TEL：076-232-8632 （10:00～18:00）

　 奥能登国際芸術祭実行委員会  TEL：0768 -82-7720（平日8：30～17：00）

※当日券はございません（チケット販売は10月21日まで）。定員になり次第、販売は終了させていただきます。
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珠洲と佐渡を結ぶ船がなくなってから約40年、かつての乗
船客の待合所が、さいはての『キャバレー』として生まれ変わ
りました。19世紀パリで産声をあげたキャバレーのように、「自
由な精神」に出会える場所を目指しています。
今回、七大陸の最高峰をはじめする世界を旅しながら人間の精神を
深く掘り下げてきた写真家の石川直樹と、予測不能の動きと独特な間で
人々を魅了してきたダンサーの森下真樹をゲストに迎えます。場所やジャ
ンルの限界を越境してきたふたりがつくり出すイマジネーションあふれる
身体パフォーマンス。
偶然と運命の端境を垣間見るような「さいはてデュエット」に乞うご期待。
※ディナーでは、能登牛のステーキや珠洲の祭り料理・昆布巻き、旬の煮物など能登の味覚　　
　がつまったお弁当をお楽しみいただけます（料理提供：典座  坂本）。
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［珠洲郵便局前］

珠洲市役所

［すずなり西口］
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アクセス

〇飛行機の場合｜羽田空港～のと里山空港（約1時間）
→予約制のふるさとタクシー（乗合）、特急バス、また
はレンタカーで約40分
○新幹線の場合｜金沢駅から特急バスで3時間、また
はレンタカーで2時間半

主催・お問い合わせ 
奥能登国際芸術祭実行委員会
〒927-1214　石川県珠洲市飯田町13-120-1
TEL：0768-82-7720　MAIL：info@oku-noto.jp

［助成］
2019年度 文化庁　
文化芸術創造拠点形成事業
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